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を学んできました。その結果、AI や RPAなどの機械学習やビッグ
データといった近年の最先端の潮流にいきなり飛び乗るより、まずは
アナログ的にExcel で分析できるようになることが大事だと考えてい
ます。扱うデータは小さくても構いません。これまで行われてきた調
査データや時系列データなどでしっかり分析の基礎を学ぶことで、そ
もそもの仕組みが理解できるようになります。
　以前からアンケート、インタビュー、行政評価といったデータで評
価する手法は存在します。今では SNS やメールを利用してアンケー
トなども実施しやすくなりました。しかし、どこの自治体もアンケー
トやインタビューの分析方法を学ぶ機会は多くないと思います。
WEBで検索しても、公務員向けのデータ分析や統計の教科書はほぼ
ありません。
　つまり、公務員の皆さんは、手探りでデータを扱う仕事に取り組ん
でいるというのが現状ではないでしょうか。私は幸いにして、データ
分析の基礎を学び、それを行政実務に活かす機会に恵まれてきました。
この経験が全国でデータ分析に悩む皆さんのお役に立てるのではと、
筆を取った次第です。
　スポーツも、勉強も、最初に型（基礎）を学んだ方が、早く長く大
きく成長できます。本書は地方自治体職員の皆さんをメイン読者に考
えており、人工知能、機械学習、デジタルマーケティングといった現
代的なものではなく、どの地方自治体のインフラでも、多分野で、自
身のスキル一つでデータを活用できるようになるよう、根本の考え方
とゼロから使える技術をお示しするものです。
　また糸島市はもちろん、全国のあらゆる自治体職員の自主勉強会な
どで教科書として使えるよう、そして長く使ってもらえることを想定
して書いています。限られた紙面ですべてをお伝えすることは叶いま
せんが、すべての部署で役立つスキルであることをお約束します。こ
れから一緒に学んでいきましょう。
� 著者

まえがき

　統計、データ。多くの地方自治体職員にとって、嫌な響きではない
でしょうか。大好きという人は少ないでしょう。かくいう私も数字が
苦手です。しかし、ちょっとしたコツをつかめば、思いのほか仕事に
活用できるようになり、楽しくなります。
　私がかつて在籍した歯科大学時代では「統計学」は必須。通信制大
学でも「社会調査」「マーケティング分析」、ビジネススクールでは
「ビジネス統計」などを学び、仕事で実践してきました。その他、個
人的にオンライン講座、書籍などを含めて、これまで相当に統計学を
勉強してきたと、執筆の機会をいただき改めて気付かされました。
　申し遅れましたが、私は福岡県最西端、糸島市の市職員です。これ
までの学びが今、仕事で活かされ、統計の専門職でもない私が内閣府
「地域経済分析システム」を用いた EBPM（科学的根拠に基づく政策
立案）による政策コンテストで地方創生担当大臣賞、総務省統計利活
用表彰特別賞など、たくさんの賞をいただくことができました。
　そもそも統計がなぜ必要なのか？　大きくは、仕事の成功確率、つ
まり成果を上げるため。もう一つは意思決定を下すためだと考えてい
ます。
　例えば人命のかかる医療分野では、新薬の効果を担当者の思いつき
や、勘と経験で投与して試すことはできません。統計的な分析によっ
て、安全性や治療効果の有無を検証し、国の認可をもらって初めて使
用可能になります。どんな仕事でも原理原則は同じです。
　私自身、20年近く地方自治体の現場に従事して実感するのは、「や
っと １人 １台のパソコンが当たり前になった」という時代から今や、
デジタル庁の設置やDX（デジタルトランスフォーメーション）など
変革の波は加速するばかりで、データを主にした仕事のやり方が避け
られない時代になったということです。
　私は民間の経営手法を公共政策に取り入れたいと思い、データ分析
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序 章

身近でさがせる！
政策分析のタネ

皆さんの身近な生活で気になることはありませ
んか。暮らしの中で気になることを取り上げる
と（課題）、政策立案（解決）と同じように考
えることができます。まずは私たちの身近な分
野で、分析の流れを把握してみましょう。
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メージです。
　そもそも家賃は、何によって決まっているのでしょうか。つまり
「家賃の決定要素は何だろう？」と考えることが重要です。すると、
仮説が浮かんできて「部屋が広いと家賃が高くなる？」と考えられま
すし、駅からの距離、階数、築年数など、他の要素も思いつくのでは
ないでしょうか。

❷仮説は文章を作成する

　仮説を考えるときは、下のように、文章を作成するとわかりやすく
なります。
　〇〇と△に入る文章をご自身でいくつか考えてみてください。

「〇〇が△△すると家賃は高（低）くなるのでは？」

他にもたくさんありますが、以下のような回答例です。
・部屋の広さが広くなると家賃が高くなる（or 低くなる）
・駅からの徒歩時間が長くなると家賃が高くなる（or 低くなる）
・階数が高くなると家賃が高くなる（or 低くなる）
・築年数が長くなると家賃が高くなる（or 低くなる）

　目的は重要で、家賃が高くなる要因を突き止めるために、仮説を立
てたのですから、家賃に影響が大きそうなものを予測します。

　次に皆さんが予測した要因（仮説）を特定していくのが分析です。
これが「仮説の検証」です。
　第 2章と第 ３章で検証するための分析方法やグラフの作り方を説明
しますが、ここで、ぜひ仮説思考から検証の一連の流れを体感してみ
ましょう。先の家賃に影響を与える要因を検証するために、まずは散
布図という 2軸を使った方法で検証してみます。

　お得な物件に住みたいと考える人は多いはずですが、お得とは何か、
相場が何で決まっているかなどわからないことばかりです。相場より
安ければ成功なのでしょうか。家を決めるときも、政策を決めるとき
も、分析方法は同じです。まずは家賃が何で決まっているのかを自分
で分析できれば、何を基準にお得な家を探せばよいかわかります。つ
まり求められる考え方は、ただ安ければいいではなく、費用対効果の
高い政策が打てることと同じです。

何が家賃に影響
する？　安さ？

「部屋の広さ」が家賃に影響す
る？

❶仮説を立てる

　上の×のように「何が」のまま、当てもなく考えると、勘や事例を
真似るだけで政策を作るのと同じことになってしまいます。家賃が気
になったときは、家賃の棒グラフを思い出して、棒を分解していくイ

身近でさがせる !
政策分析のタネ

序 

章
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　駅から同じ徒歩１0分弱でも、 ３万円から１7万円くらいまで幅広い家
賃です。しかし「約 ６万円が平均かな」「徒歩１0分を超えると安い物
件が見つけやすい」とか、「築年数が１0年以下でも ６万円以下が結構
ありそうだ」など、多くの効果を予測できます。
　他にも「部屋の広さは比例関係が強く、ちょっと狭い分を我慢すれ
ば、割と新しくて駅に近い場所が見つかりそうだ」といった物件を探
すときに効果を発揮しそうな予測が立ちます。

❹政策も同じ

　政策もこれと同じです。要素を分解してみたり、要因をいくつか予
測して仮説を立ててみたり、結果を比較してみたりすることで、効果
の高い政策を考えることができるのです。

❸散布図で検証

　散布図は横軸と縦軸で、点を打っていったグラフです。知りたいも
のを縦軸、要因を横軸にするのがルールです。
　前ページの家賃と部屋の広さ、階数、築年数などの場合、

　①知りたいもの　⇒　縦軸　⇒「家賃」
　②要因　⇒　横軸　⇒　「部屋の広さ」「階数」など
　③文章は「〇〇が増えると「家賃」が高くなる（or 低くなる）」

　となります。この方法で、とあるまちの物件をインターネットの不
動産サイトで検索して調べ、グラフを作成してみました。すると、家
賃に影響を及ぼしそうなものは、「部屋の広さ」「築年数」「駅からの
徒歩時間」が大きそうです。

■階数 ■部屋の広さ

■築年数 ■駅からの徒歩時間

効果の高い政策を考えるために、分解したり、
比較したり、仮説を立てたりすることが重要。
これが、分析の第一歩となる。

ポイント
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■複数回答結果の入力
　選択項目のすべてに「 １」を入力します。

❷入力後のかたち

　次に示すのが、完成後のイメージです。

■集計表の完了イメージ

　 3 - 2 （62Ｐ参照）でも紹介したとおり、クロス分析は、私たち自
治体職員にとってなじみのある方法。それだけ使用頻度が高く、重要
なものと呼べます。ピボットテーブルを用いたクロス表の分析方法を
紹介しますので、本書巻末121ページの QRコードからアンケート入
力表をダウンロードして実際にやってみましょう。

❶ピボットテーブルの準備

　まず元となるExcel 表を準備します。
■調査票の ID化（回答者番号を付ける）		
　アンケート回収後、調査票にナンバリング。通し番号（例0１0１、
0１02、0１03…）を付与し、Excel 表の ID列に番号を入力します。
■単回答結果の入力
　表の作り方と回答の入力方法は、大きくは 2つです。単回答式か、
複数選択式かで異なります。単回答式なら選択肢の番号を入力します。

　「年代」なら①～④のうちから数字を入力します。

ID0101 の調査票

4

6
Excel による
アンケートの集計方法

集計表は単回答と複数回答で、表の作成や入
力方法が異なる。

ポイント


